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減
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の
今
昔
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_
 

?

を
達
す

w

熊
は
ヤU

,

る
は
明
白
の
數
な
る
の
み
な
ら
ず
、新

'に

-«
行
す
る
公
偾
は

m

に
償
還
す
る

'
 

分
債
よ

6
名
®
件
の
不
利
益
な
る
を
以
て
し

v

»
減
債
基
金
制
度
あ
る
於
爲
め
に
却
て
國
庫 

の
負
增
を
加
重
す
る

1C
:至
ら

fu

る.
を
得
ず
。
減
債
基
金
制
度
を
維
持
し
<
、爾
姻
政
上
に
於
け 

る
此
矛
.
盾
を
免
か
れ
ん
と
す
る
に
は
、非
募
債
主
義
を
厲
行
し
、又
之
：を
厲
行
す
る
に
堪
ゆ
る
.ま 

で
、咐
改
を
緊
縮
す
る
を
以
ズ
、必

：

要
の
處

S
な
6
と
す
可
く
、非
慕
偾
主
義
の
厲
行
事
實
に
於

y

、
 

困
雛

$ 
6
と
す
れ

1ば
、減
債
基
金

» '
度
を
撒
廢
し
、自

* ,
償
還
法
を
以

y

、之

a

代
へ 
'減

-#
基
金

u

 

投
せ
ら
れ
祀
る
祖
桃
收
入
を
以

V
、

公
偾
財
源
の
事
業
费
に
當
ら
し
め

^
る
可

/y
7

,̂
t

是
れ
. 

百
年
前
に

,
ミ
ル
ト
シ
等
め
英
國
財
政
家
に
敎
示
し
杧
る
所
に

し

て，：
吾
此
歷
史
上
の
事 

實
を
尊
重
す
る
於

.
故
に
、往
年
我
國
に
於
け
る
減
債
基
金
制
度
の
制
定
，に
際

.
しV

、

異
議
を
.挾
む

ヒ
禁
ず
る
能
ま
次

6

し
な
6

。
今
芡
同
一
の
信
念
に

'

據
6

、同
一
の
事
實
に
基
き
-減
債
基
金
制

» 

. 

•

J .
J C
IE
/)

必
要
を
昌
遨
せ
ん
と
す
。
減
傻
基
金
制
度
を
實
行
し

V

、旣
に
多
年
の
-經
墩
を
重
ね 

f c

る
今
日
、尙

ほ

我

1
.

の.ゥ
ヰ

•

ン
ぺ
ー
な
く
、

一

の
ハ

三

ル
ト
ン
な
き

.

は
、吾
輩
の
怪
餅

0

念
，
 

U

堪
へ
^

る
所
な
A

V

O
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中
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史

i t

_
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す

る

硏

究

.

目

.

次
.

1

、

中

世

の

企

業

は

手H

業
的
な
る
.か

.

:

.

.

ン-.
.
.
. 

.

.

:

.

1.

一、

中
世
に
於
け
る
英
國
の
經
濟
的
牿
徵 

三、

資
本
の
：國際
化 

四
； '
中

-l
i
t：

.に

於

け

る

企

業

的

人

格

阿

部

秀

助

:

吾
人
は

'曩
き
.
に「

ダ
ム
バ
ル
ト

‘敎
搜
の
.
地
代
說
舣
、必

★

し
ぢ
近

* !
資
本
主
義
發
.生
の
萠
茅
的 

要
素
把
ら
次
る
こ
と
を
立
證
せ
ん
兹
に
は
主

4
し
て
同
ま
授
祕
中
»
の
商
人
を
以
て
單
に
串 

H

業
的
生
活
を
營
か
し
名
の

1C
外
な
ら
ず
と
云
へ

各

に
# '
し
て
、之
れ
财
反
證
を
擧
げ
ん

と

欲 

す
、同
敎
授
は
-商
業

」(H
and

el)

を
以
て
一
種
の
職
業
的
經
濟
行
.爲
の

« •

.義
t
.
解
し

P
.

し.
て
，
此

の

如
 

き
意
義
.
を
有
す
る
經
濟
行
爲
は
近
世
的
產
物
に
し
て
、其
以
前

に

は
先
づ
最
初
は
無
交
換
の
滕

中
仳
企
業
.史
亿
關
す
る
'研
究
 

二
七



中世企槳史亿關する研究

 

一八
 

期
存
し

(
同
敎
授
は

〔

シゴ
*

ラ
I

デ
ル
/ク
サ
シ
ル

^

サ
ル
}

リュス、プ
オ
ン
、ワ
ル
テ
ル
ス

、ノ
ウ
セ
ソ

「

ハ
ン
タ
レ
才
二

 

の
0
赞
に
i

 

6

て
、此
時
期
の
存
在
は

K
e
i
n
e

 

M
e
i
n
u
n
g
s
v
e
r
s
c
h
i
e
d
s
h
e
i
t
i

稱
せ 

る
$

、余
は
之
れ
に
賛
す
る
こ
と
能
は
す
、

(

詳
し
く
は
、拙
稿
原
始
民
族
に
於
け
る
交
換
の
意
義

」

三 

田
學
會
雜
誌
第
六
卷
第
四
號
參
照

)

次
ぎ
に
交
換
の
滕
期
に
移

6

て
殳
殳
づ
出
現
せ
る

S

の
は 

商
*

行
爲
の
伴
は
次
る
交
換
卽
ち
生
産
者
相
互
の

.

交
換

(

或
は
曾
長
の
如
き
代
表
者
に
ょ

6

<

 

營
ま
る

、
名

の)
u

し
て
、此
交
換
現
象
が
中
世
を
通
匕
て
重
要
な
る
意
義
を
有
せ
し
こ

i

は
、同 

時
期
の
古
文
書
に
屢
々
現
は

3

れ
し
.M

e
r
c
a
t
o
r

於

M
a
r
k
t
b
e
s
u
c
h
e
r

或
は
市
民
の
意
義
に

.M

用 

せ
ら
れ
し
に

<

知
る
を
得
可
し
と
な
せ

6

、

(

此
點
に
就
き
て
は
、同
敎
援
は

「

ゴ
！
ル
ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト

」 

r
y

H

ツ

H

ル/
ベ
ロ
 

j

「

ピ
レ
'

ベ
ヌ」

等
を
參
照
せ
立
而
し
て
同
敎
授
.は
更
、に
進
ん
で
此
直
接
交
換

.
 

i

職
業
的
商
業
と
の
間
に

tt

少
く
■と
も
ニ
個
の
，發
展
的
階
段
卽
ち
奪
掠
的
商
業

i

副
業
的
商 

0 

G
d
e
g
s
h
e
i
t
s
h
a
n
d
e
l
:

の
存
在
を
主
，張
せ

6

、卽
ち
前
者
は
奪
掠
の
雙
生
兒
に
し
て
、此
行
爲
の 

營
t

れ
し
方
面
は
海
上
に
多
く
、荀

く

名
商
業
的
國
民
に

.

し
て
此
滕
期
を
經
過
せ
ぎ

.

る
«
の
は 

な
し
と
云
へ

6

、次
ぎ
に
第
ニ
の
階
段

*

る
副
業
的
商
業
.は
羅
馬
肺
代
の
大
地
主
に
於

<

見
る 

於
如
く
必
岁
し
名
商
業
を
以
て
自
己
の
常
務

i

せ
f

G ,

る
名
の
に
し
て
只
機
き
の
許
纩
範

I

に

1 :
^

”

%

^

む

名

讀
6

ノ

す

、
而

し

て
.

「

ダ

ム

，

ル

ト

」

は
H

け

る

大

規

歡
'

の

.
商

業

は

此

.要
す
る
レ
ソ
ノ

 

ノ

授
は
中
世
に
於
け
る
貨
物
取
引
高
及
交
通

.

機
_
の
積
載
量
等
ょ
ろ
し

義
S

期
に
達

I

る
手
エ
業
者
流
の
地
位
を
脱
せ

H

 

i

な
し
、
f

進
ん
2

人
に 

^

 

の
商
人
に
對
す
石
正
當
な
る

*

念
I

A

爲
.

め
に
は
、先
づ
近
世

.

的
商
業
及
.之
れ
於

s

f

u

s

.

I

存
す
1

1

5

5

 

J

の
如
き
は
中
世
獨
？

於

2

大
商
人
®
級
の 

の
^

^

否

定

す

る

三

個

の

理

由

と

し

て

7

)

集
積
的
資
本
の
比
較
的
僅
少
な
々
し
こ

i

、

(

 

ロ)

^

1

 

ォ
便
？

し
こ
と
、

(

こ
谷
都
市
の
閉
鎖
的
經
濟
政
策
等
を
擧
げ
し
に
不
拘
ノ
ン
ザ

」

對
フ
ー
フ

パ 

タ

—
」

英
晴
ス
ヵ
ン
デ
ナ
ビ
：ァ

」

露
鼯
、南
部
獨

■

人
對

「

べ
ネ
ス

」

及
獨
燈
地
の
商
人
間

£

c

.

 

i

大
仕
掛
の
取
引

Q

.

f

れ
し
ぞ
は
決
し
て
疑
令

f

こ

と

に

I

)
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西
曆
十
四
世
紀
前
後

t

於
る
英
國
の
經
濟
，的
地
位
は
純
然
杧
る
農
乘
國
に
し
て
、當
塒
に
於
：
 

け

.
る

袭

倏

品
t

t

.勿
論
、H

業
品
に
至
る
瑪
多
く
梅
外
，よ

6

輸
入
せ

'

し
名
.の
な

6

し
炉
、之
れ

u

對 

し
<

殆
ん
ど
英
國
の

-

特
產
物
女
る
觀
を
呈
せ
し
省
の
は
苹
毛
な

6

 

i

す(

中
世
に
於
<
英
國
產 

に
匹
敵
す
る
？
の
は
只
だ
西
班
牙
產
な
ム
ノ
し

$

、當
滕
の

.商
業
上

t

於
セ
.は
到
.底
英
國
產
め
敵 

に
ぁ
ら

#

只
だ
十
四
世
紀
以
前
の

「

ブ
ロ
レ
ン
ス

」

に'
於
讨
る
上
，等

.
の

織

：物

に

は

游

班

牙

及«;
萄 

'
牙
の
羊

€

を
使
用
达

6

 

ニ

)

か
く
、英
國
產
の
羊
毛
、が
其
品
質
佳

&

な
6

し
點
に
'就
き
て
は
論
者 

は
英
國
の
地
理
寧
者
と
し
て
有

« .

な
る

「

マ
ツ
キ
ン
ダ
ィ

」

の
言
に
よ

6

て
氣
候
の
賜
に

f t

せ
ん 

と
欲
す
，同
氏
の
論

^

.

る
.
處
に
よ
れ
ば
、牧
草
は
英

H

内
に
於
け
る

M
i
將
種

S :
ゐ
收
糠
物
に
し 

v

3 c
t c

最
^p

同
國
の
氣
候
に
適
せ
る

^

^

の
な
る
、郎

V

.

空
氣
の
薇
氣
に
富
め
る
こ
と
は
、常
に
牧 

專
を
し
て
靑
々
杧
ら
し

•
め
、且
つ
降
雨
の
顋
蘩
な
る
こ

i

は
、之
れ
於
在
長
を
助
く
、文
杞
霄
及
旱

魃
名
共
に
永
夂
的

u

之
.作
を
害

.

す
る
乙
と

«

'

 

く
、殊
に
雨
者
の

：

-

少
.

き
.

西
部
及
北
部
の
低
地
地
方 

に
あ
6

て
は
f t

?
多
く
繁
茂
せ

' 

6

、加
ふ
る
に
麥
類
に
比
す
れ
ば
牧
草
は
直
接
に
日
光
を
耍
す 

る
こ
と
少
く
、斯
く
し
て
沿
岸
の
地
方
に
は
到

^

處
に
發
生
せ

6

、今
日
に
あ
ふ
て
名
、英
國
财
敉 

場
又
长
は
牧
草
地
の
面
積
に
於
て
自
餘
の
歐
洲
諸
國
ょ

6

廣
大
な
' 

る
®
積
を
有
す
る
は
氣
候 

炉
濕
氣
に
富
み
、其
結
果
と
し
て
牧
畜
業

1C

適
す
る
.

を
以
■
.

て
な
6

と
す
、
0

'ご
而
し
て
此

.

.天
與
の
惠 

に
ょ
6

て
生
.

產
せ
ら
る

y

英
國
の
羊
毛

' 

は
中
世
に
あ

.

^

:

N

て
は
多
く
貴
姨
豕

1 ?

は
僧
院
.の
所
屬

V
.
.
. 

AV.

に
し
：V

其%

一
 

年
間
の
一
：
.

產
額
‘
地
祖
の
半

id

：
に
達
せ
し

.

と
云
'

ふ
、(

三
.

)

今
ま
千
ニ
‘百
七
十
三
年
に 

於
け
.

る
同
國
產
羊
毛

'

の
輪
出
額

.

見
る
に
約
ニ
千
萬
麻
に
達
す
、而
レ
て
之

.

れ/が
分
酣
狀
摩
は 

次
表
の
如
し
。
 

、

國
各

英：

國
 

獨 

'逸

ルチ

...

ツヒ

- 

•プ
ラ

バ

ン
ト

'

#
'部
挪
调
西

.

輸

出

額

|

{
- £
鲁

六

十

.
V
. 
ログラム

I

四
©
〇、

，八

n
o、

，

三六七八

>

織
八

o

、
-

)

馨

'

ョ四、九
,
，四、四
 .

ニ
ゼ 

r

V

1

T

i

六
、i

1

六"七
 三、八

 

1

七
、in

I
m

x

分
酣
‘に
參
如
せ 

る
商
人
の
，數

二
八
四
、
 

四
九

.ニ
三 

1
Q

四

1

■四
七

均i

分
包
數
丨

四
0
、
ニ

II

九
、
四

II

五
、
五 

三
‘i

 

m

 
五
、11

三
六
〇
" 

八
〇
 ゝ

二
四C

T

 

1

四
〇
、 

三
六C

T



中
傲
企
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亿
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る
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究
 

ニ
ニ

'南

骶

佛

蘭

西

K

七

〇

、

五

、

七
八
、

八ニ四、

■

七

八

、

六

5

、

西 
'
 

班

牙

，

1

5

9

〇

、

八一、

1
\
 

'

六
"

四
o
ノ 

s

o

、
 

‘伊
太
刹
§
§
、

 

ニ

5

、

四

.三

七
、
七
四
四
、

一
八
二
、

 

二 

5

0、

.

.
合

It
ご
三
七
四
三
、

1

 

——

 

六
八】 

.
四
八 

丨

更
C

,

以
上
の
表
を
地
方
別
に
し
て
、考
察
す
る
坶
暖
英
國
に

<

は
、
倫
敦

,'
ゥ

ヰ

x

チ
尤
ス
タ

ー」

、

「

タ

ン
ス

タップ
 

'

ル」

、

「

シ
ユ
レ
ウ

X

バ
リ

」

、

「

サ
ウ
ザ

ム

ブ
ト
ン

」

、

「

サ
シ

.

ト
ウ

斗
ツ
チ

」

ブ
リ
ス
ー

ル」

ニ
ユ

ブス 

ル
、「

9

ン/

ポ

x

テ
プ

ヲ
f

ト」

，-‘ル
ッ
ド
ロ

 

t

」

、カ
ン
タ
パ

リ
t

^

v

に

し

<

獨
逸

«

9

ユ
ベ
ツ
グ

」

グ
U 

I】

y
ゲン

」

、

「

ドルトム

,
ン
ト
'」

、

「

弋
ル

ン
•等

に

し

<
、

「

ア
ー

へ
シ」

、

「

5

ュ
ン
ス

グ

ル

ツ
ゥ
X
デ
ル」 

「

ュ
ー
ト
レ
ヒ
ト

1
等
«

極
め
<

少
數
な

6

、次
ぎ

.

に「

ル
チ
ツ

ヒ」

に
<

砵
ゥ
ィ

」

、

「

ゥ
ビ
ー
、ド
、サ
く
マ
ル 

チ
ノ
ぅ
チ

ナ
ン
1
サ

、\

、ツ
‘

ロ；\

」

等

に

し

<

31
^

「

フ」
フ
ン
ダ
ー

」

の
諸

市
に
對
し
て
、毛
織
物
製
造
上
競

，

し

.

■ 

*

爭
の
地
位
に
ぁ

6

し「

ブ
ラ

W

ト」

公
國
に

<

は
フ

】

ベ
ー
ュ
、
ア
ン
ベ
ル
ス

」

、

「

デ
ル
ツ
セ
ル

；

r

 

ロ
ゥ

X 

ど
、「

メ
シ
エ
ラ
、

\

L

等
に
し
て
、次
に
佛
蘭
西
の
北
東
部
に
て
は

「

ソ
ム

」

及
フ
シ
上
ル
ト

」

流

域

- »

方
の

「

ヵ 

レ

1
/

ア
ベ
ビ
ー
ュ

」

等
、「

ピ
カ
ル
デ

—
」

地
方
に

y

は「

ア
ミ

H

 

X
ス」

、

「

ア
ル
ト
ア

」

地
方
に

<

は「

ア
ラ

I

」

、

「

サ 

ン、オ
メ
ー
；

r

力
ム

 

'

ブ
レ
丨

」

、

「

ノ：

ル
T

、，デ

I

」

地
方

に
<
は

「

ュ

上「
デ
-。
プ」

、

「

ヵ
ィ

エ
'く

 

ロ
ー
ゥ

n

ン」

及 

巴
里
等
に
し
て
、

^

^

當
勝
英

«

の
#

カ
、範
傭
顧

*

6

し
南

'1
5

郝
に
て

«

ダ
ソ
ク
ス

」
「

ク

ル
ト

r

23

「

水
ル
ド
ー
し、

「

サ
ン
、マ，カ

ィ

ル」

、

r

コ
ン

.

ド
ム

」

、「

>

 

y

ン
ご
ユ」

次
ぎ
に
西
班
牙
に

<

は「
ズ
レ

ス
し

「

ブ

ル
ゴ

K
」 

及「

ナ
ブ
ラ

」

の
商
人
な
る
名
、其
數
は
極
め

V

少
し
、次
ぎ
に
以
太
利
に
て
は

「

ピ
ア
チ
-

ン
ツ
ァ

」
「

ル

カ」

•
 

•
 

.
 

.

.

.
 

■
 

I 

、
 

,

及「

フ
ロ
レ
：

\

ス
b

'

富
豪
に
し

V
、

是
等
の
富
豪
は
自
己
の
買
求
め
し
？
の
を
多
く

「

プ
ヲ
ン
ダ
ー

」

/ 

- 

i 

"

地
方
に
輸
出
せ

.
6

、何
と
な
れ
ば
本
國
の
諸
市
に
輸
送
す
る
こ
と
は
、當
滕
に
あ

6

 

V

は

陸

.上
よ 

6

の
運
送
ば
非
常
な

.

る
費
用
を
要
ず
る
と
共
に
、此

_

代

に

は

以

太
?!
)
、英

國

間

に

は

未

だ

海

上
 

交
通
の
途
開
け
次

6

し
を
以
て
：な

6

、そ
の
之
れ
あ
る
に
至

6

し
は
十
四
世
紀
以
後
に
し
て
、此 

滕
期
上

6

英
國
產
の
羊
毛
は
以
太
利
の
市
揚
に
現
は
る
ゝ
に
至
れ
&.、殊
に
英
國
羊
毛
の
取
引 

に
於
て
、東
洋
方
面
の
拉
丁

*

民
地
^

る
•

「

ア

n

 

'
\」

の
商
人

の
，
參
如
せ
し

C
と
は
、如
何
に
此
企
業 

の
多
方
面
に

S

.

6

し
こ
と
を
知
る
を
得
可
じ
、叉
杧
此
羊
毛
取

.

引
に
要
す
る
資
金
は
、各
國
の
商 

人
に
よ
1

6

て
同

1>
か
ら

ざ

る

i
0
逸
商
人
の
要

'

せ
し
金
額
は

1
r

十
九
半
包
を

「

賈
求
む
る

に

約 

r

萬
七
千
六
百
麻
を
喪
し
、之
れ
に
諸
雜

.

費
を
加
算
す
る
脖
は
ニ
萬

®

于
«

に
.

達
す
、叉
杧
英
國 

の
商
人

«

平
均
四
十
包
に

‘

對
し
、て
約
三
萬
麻
を
要
せ
夂

㈣

考
千
ニ
百
七
十
三
年
の
同
國
商
人 

の
取
引
額
に
就
き
て
見
る
に
、

「

ト
ー
マ
ス
、デ
、ベ
シ

V

グ
ス

」

は

1
1

百
八
十
四
包
に
對
し
て
十
七
萬

_

シ
ユ
レ
ウ
ス
バ
リ
，丨

」

の「

一
一
コ
ー
フ
ウ
ス
、デ
、ル
ー
ド
ロ
ー

」

は
三
百
十
六
包
に
對
し
て
十
九
萬
麻
、

.
,

.

. 

.

.

.

.
 

.

.
中
诅
企
業
史
亿
關
す
る
矾
究

:
 

• 

二
三



-

中

世
^
■

史

亿

鉀

究
 

> 

; 

.

四 

:

タ

ン

ス

タ’プ

.ル」

の「

ゥ
.4
'
リ

ヤ4
、

デ
、、ベ

ス

サ

ナ

1
<及「

'ジ
、
ョ
ン
、リ

ユ

7 -
y

ト」

は
各

、^
三
百
六
十
包

u

對
し

v

 
二
十
-
萬.
六
千
麻
を
要
せ

6
、殊
に
以
太
利
の
商
人

.
财
之
れ
好
取
引
に
向
て

E
額
の. 

資
余
を
流
用
せ
し
こ
と
は
次
表
に
ょ

6,
て
知
る
を
得
可
し
、

(

四j

斯
く V

、

羊
毛
は
海
外
資
本
を
英 

國
王
權
の
下
に

®
集
す
る
原
動
力
と
な
る
に
至
れ
ヶ
。

.

商

店

名

 

.

.千
ニ
亩
七
十
ニ
年
英
國
ょ9
輸
出
せ
1
額

，
 

.
買
商
段

包

.

.

.
 

K

ツ
ぺ
ル
ツ
エ'.ン
ト
ネ
ル
マ
ル
ク
ス
テ
ヤ
ク
ン
グ
獨
貨
麻

■

r

 

チ'H

 

ル
チ」 (

フ
ロ
レ
ン
ス

)

' 

、
S

8

、
 

0

,
 

W

S

Q

、
 

i

m

g

s

、

「

マ
チ」 G

E
)

 

産

、
 

.

窪

『

!
 

i

s

, 

「

フ
ア
ルrM

:
-

:

7

1

s

 

.塞

、
 

i

r

 

六1
S

、
，
 

‘晝

§

、

つK

ス
タ」 (

ル
カ
：
}

七
0
0、

 

, 

ニ
六
六
、

 

七00
0、

 

1

8

8

0

、 

「

パ
ル
デ」 C

フ
ロ
レ
ン
ス

〕

 

同 

同
,

同
，
 

同 

「

フ
レK

 

n

パ
ル♦
チ」

(

同〕

 

八
八0
、
 

S 

_

、
 

八
八8

、
 

髮
0

0

0

、

「

リ
チ
ア
ル
デ

J
C

ル
カ) 

匿

、
 

K

B

'、
 

3

八8
、

. 

塵
8

、 

「

3

ツ
チJ(

ピ
ア
チ
ホ
ン
ツ
ア

)

.

ー1
_

 

1

美
六、

I
 

塞

0、

：
 

m

s

、

(

.一 
ノ 
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n
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.

• 

.
:

.

.

中
世
に
於
け
る
企

.

業
組
織
，

U

於
て
最

^P

重
要
な
る
意
義
を
有
す
る
名

' 

の
.は
實
に
當
滕
に
於 

け
る
，宗
敎
な

6

と
す
、而
し
て
敎
權
の

t t

俗
化
に
つ
れ
.て
宗
敎

»

經
濟

Q

關
係
は
多
々
益

々

密 

接
を
加
ふ
る

^

至
れ
■
み

勃

ち
偉
A

な
る
法

?

と

稱
せ
：ら
れ

L

 

•

ィ
'

ン
ノ
丨
ソ

n
 

\

父J

三
世
.(

一
 

1

九
八
I

1

ニ
ニ
六

)

以
後
、敎
權
の
絕
對
的
自
由
、絕
對
的
獨
立
を
確
保
す
る
爲
め
に
は
、寧
固
な 

る
財
政
的
基
礎
の
上

に

自
己
の
栩
カ
を
安
置
す
る

0

必
.

要
を
威

b

、I

方
1C
’

は
十
分
一
税
、十
字 

軍
疏
等
の
諸
税
を
信
徒
.に
課
す
る

i

共
に

^

f

c1

方
に
は
諸
國
の
'寺
院
に
向
て
義
務
稅
を
負 

檐
せ
し
め
し
名
の
に
し
て
、其
，税
額
は
獨

M

地
'方

に

ぁ.
6

<•
:

は
年
收
入

0

約
三
分
の
 

一
L

相
當 

し
、頗
る
過
酷
な
ろ
し
こ
と
は
、千
三
苗
ナ

I

年
及
千
三
百
十
四
年
、

r

キ
ョ
ル

X
」

の
寺
院
に
對
す
る 

課
：稅
に
於
<
吾
人
の
‘知
る

«

な
：6
 

i

す
、而
し

.

て
英
國
に
ぁ

.

L

y

-C

等
.

領
孽
與
桃
.に
對
す
る
最

^P

 

古
き
史
料
は
、千

.

百
七
十
八

,

ヵ
\

タ
.
'

丨
べ
リ

ー」

の

一
精
舍
に
關
ず
る
？
の
な

6

と

.

す(

ご
斯
く

■£
*
企̂

|

^

亿

關

す

_
る

硏

究 

,

' 

二
^
'



中世.
企
槳
史
に
關
す
る
脚
究
. 

： 

ニ
六

て
货
王
廳

.

が
如
何
；に

E

額
の
次
入
を
得
し
こ
と
は
千

-

，百
五
十
年
來
、

「

キ
ル
ン

」

の
寺

傾
よ

i

ジ

'
 

-

.

十
萬
麻
■

ト
リ
エ
，ル

」

よ
6

七
萬
麻
、「

マ
ィ
\

ッしよ
6

五
十
萬
麻
を
收

#

せ
し
に
よ

6

て
、其

1

般
を 

察
す
る
を
得
可
し
、而
し
て
斯
く
の
如
き
苴
額
の
金
額
を
羅
馬

.

に
i f

ら
す
爲
め

^

は
、當
塒
の
交 

衝
機
關
は
極
め

<

不
備
に
し

V
、

加
か

る
に
.

仕
娜
組
織
ぢ
不
完
全
な

6

.

し
を
以
て
、兹
に
此
缺
陷 

を
補
充
す
る
機
關
の

：

必
要
を
生
匕
其
結
，果
と
し

.

て
以
太
利
の
諸
市
卽

.

ち
雜
馬
、

「

シ
I

ナ」

、「

ル
力」

、
 

ビ
-

ツ
ェ
ン
ツ
ァ

/

r

プ
ロ
.

レ
'

く
ス」
、「
ポ
ロ
 

ニ
ァ」

等
の
商
人
間

.

に
所
爾
、錢
莊
な
る

$

の
、發
達
を
見
る 

U

至
れ
6

、殊
に
爾
替
商
と
レ
て
、抵
當

.

.

貸
に
於

<

最
％
活
動
せ
し

$

の
は

「

フ
ロ
レ
ン

X-
J

市
な
6

 

と
す
、勿
論
、是
等
の
商
人
は
谷
地
方
の
仕
挪
者

^

る
寺
院

.
‘

に
對
し
て
信
用
を
有
す
る
名
の
.に
あ 

ら
次
る
を
以
て
、法
王
廳
は
地
方
に

#

す
る
祖
稅
問
題
を
容
易
に
，
決
す
る
爆
め
、先

 

'づ
是
等
の 

商
人
に
向
て
短
期
公
廣
を
募
集
す
る
を
常
と
す
、而
し
て
其
利
子
は
ニ
ク
月
に
十

「

パ
I

セ
ン
ト

」 

一
ヶ
年
に
六
十

「

。ハ
I

 

h

セ

'
V

ト」

を

I

銳
の
規
定
と
せ

6

、伹
此
場
合
に
は
利
子
卽
ち

s
u

r
a

e

の
名 

稱
を
以
て
せ
岁
し
て

、

D
a

m
n

u
m

 

e
m

e
r

g
e

n
s

と
稱
せ

6

、斯
く
の

.

如
き
は
中
世
の
寺
院
法
に
精

£

 

せ
る
.*

ェ

y
デ
マ
'1

シ̂

云
へ
る
於
如
く
、中
世
に
あ

6

 

V

t t

貨
幣
自
身
は

.

不
生
産
的
の
？
の
に 

し
<

、利
益
を

I f

ら
す
に
不
適
當
の
ヰ
の
な
み
ノ
、若
し
何
人

i

雖
纥
此
貨
幣
よ

6

し
て
或
利
益
を

得
ん
と
せ
ば
、乙
，は
只
だ
に
神
の
，命
少
.る

處

难

律

の

示

す

處

に

違

背

す

る

の

み

な

ら

岁

、叉
f c

實 

に
天
理

U

悖
み
行
爲
允

.

6

、

(

一
 一)

と
の
理
由
に
基
き
し
名
の
な

6

 

i

す
、次
ぎ
に
公
債
の
應
募
者

t ? 

.

る
，商

人

，は

法

王

よ
6

の
證
明
書
に
よ
ぅ
て
各
地
方
の
徵
税
に
從
事
せ
る
名
の
に
し
て
、若
し
、其 

命
に
#
く
 

％
の
.
.

は
：直
ち

U
:

破
門
の
罰
に
處
せ
ら
れ
し
？
の
な

6

と
す
、爾
來
、法
王
は
此
方
法
に 

よ
ぅ
て
戦
爭
等
の
資
金
を
得
、以

<
自
己
の

#

力
を
維

#

せ
ら
、斯
く
の
，如
く
し
て
當
脖
の
羅
馬 

は
單
一
な
る
宗
敎
願
體
の
：意
義
を
晩
し
て
、ー：種
の
'經
濟
的
大
組
織
叉
杧
は
世
界
的
國
家
と
化 

す

る

，に

至

れ6

。

へ
：
：
 

：
-

此
仳
界
的

f i

家
と
英
國
と
の
關
，係
は
彼
の
巡
禮
者

'
S

羅
馬
の
大
本
山
に
參
拜
す
る

s

如
き 

單
純
な
る

$

の
に
ぁ
ら

^

し
モ
、政
治
上
及
財
政
上
に
於
て
重
大
な
る
關
係
を
有
せ
纟
、卽
ち
、

f t 

治
上
.

に
於
て
は
、英
の
國
王

「

へ
、
\

リ
ー

」

三
他
^

ネ
I

。プ
ル
.

ス」

に
.

對

す

る

法

壬

.の
權
利
を
主
張
す 

る
爲
め

「
r

r

ン；ラ
ッ
ト

」

四
世
t

反
.

杭
し
て
法
王
と
同
盟
を
締
結
せ
し

'

が
如
き

(

千
ニ
百
五
十
四
年

V
I

五
月
二
十
ニ

日

、
®

王
よ

6

英
王
に
寄
せ
杧
る
文
書
更
把
財
政
上
よ
ん
見
る

#

は
英
國
於
法
王

. 

に
支
I

ぺ
I 

f
 |
|
|
,

<

額
に
5
 
I

第

一

t
 
v

f
 
.
、

千
ニ
百
十

一

ニ
年
以
後
の 

英
國
は
法
王
廳
に
と

6

て
は
、最

？

有

望

：な
.
る
金
'庫
，允
6
し
な

i:.
 
05

W.

しv

以
上
兩
者
の
間

中
诋
企
槳
史
亿
關
す
る
硏
究
 

: 

.'11

七



28

小世企
r

寒
取
に
闕
す
る
硏
郊

 

‘
 

,
 

ニ
A -
-

に
立
ち

<'
相
互
，の
便
：利
を
計
.

6

し

： ^

の
は
.

實

.
.
U

以
'

太
.

利
の
商
人
な

^

す
、故

に

英

國

對

以

'
太 

利

，商
.

人
.

の
*

期
の
關
係
は

.

寧
ろ
商
業
的
と
云
は
ん
ょ
ろ
？
、宗
敎
的
性

« •
•

を
育
皆
し
名
の

.

な
6

 

と
す
'

殊
に
千
ニ
百

■

三
十
年
以
後
、彼
等

»

法
王
の
.

代
理
'

者
' 

卽
ち

C
a
m
p
s
o
r
e
s

或

は

M
e
r
c
a
t
o
r
e
s

 

d
o
n
i
n
i

 

P
a
p
a
e

と
し
て
專
ら
微
桃
の
こ
と
幺
司
れ

6

、但
、英
の
，
主

權

者

と

の

關
«

、密
接
な
る
に
つ

.
 

れ
て
自
於
ら
兩
者
の
間
に
贷
借
關
保
を
生

^

る
は
自
然
の
理
に

_

し
て
、此
事

#

は

旣

に

千

ー

自

九
 

十
年
以
後
に
於
ズ
吾
人
の
屢
々

0
む
る
處
?

6

と
す
、(

四)

次
ぎ
に
千
ニ
百
七
十
年
以
後
に
於

<

 

法
王
廳
に
對
，す

る

支
1«

は
多
く
現
金
を
以
て
せ
少
し
て
、英
國
の

#

有
產
物

fc

る
牟
毛
を
以
て 

せ
み
、之
れ
主
喪
な
る
鈉
桃
者

,

寺
院
に
し
て
、是
等
の
寺
轉
の
週
半
數

'

は
當
脖

W
0
用
羊
毛
を 

生
產
せ
し
を
以
て
、以
太
利
商
人
は
此
羊
毛
を
以
ズ
直
：接

.

.

現
.金

に

代

ひ

、更P
他

u

轉
寶
し
て
、其 

間
多
少
の
刺
益
，を

獲

得

せ

ん

と

せ

し

の

な
6

と
す
、殊
に

r

フ
ラ
ン
、ダ

f」

入
が
英
國
に
於
け
る 

羊
毛
取

t
u
>

ょ
6

其
手
を
引

く

や
、以
太
利

A

.は
殆
ん
ど
一
手
に
之
れ
於
商
業
を
營
み
、甚
：し
き
は 

寺
院
*

u

_

於
け
る
羊
毛
の
生
產
額
を
數
ヶ
年
に

M
A
y
て
*

占
めr

其
間
、奇
刺
を
齋

ら
さ

ん
i

せ
し 

名
の
.

あ
6

•

、斯

く
 

V

彼
■

等

)
Q

代
理
店
は
英
國
到
る
處
の
都
市
に
存
せ

ざ

る
乙
と
' 

な
く
、專
ら
羊
毛 

の
輸
出
業
に

.

從
，事
し
、侧
ら
，貴
族
及
市
民
の
余
'主
i

な
6

、其

利

子

は
.

一.
箇
：年
、四
十
五
：
ハ
ー
セ
ン

29

ト」

と
規
定
せ

6

、而
し
て
英
國
に
於

^

る
初
度
の
金
貸
は

「
U

 

\

バ
ル
デ

ー
b

r

ピ
ヤ
セ
ン
ツ
ブ
よ
6

來 

一-

6

し
を
以
て
、英
國
人
は
其
初
め
伊
太
利
商
人
を

「

ロ 

v

>

ル
デ
ジ

」

と
稱
せ
ん
但
、當
脖
英
國
に
在

"

| 

留
せ
し

#

太
利
人
の
大
多
數
、は「

ト
ス
力
ナ」

、

「

シ
エ
ナ
；T

ル
ヵ」

及「

フ
ロ
レ

V

ス
J

0

地
方
よ

6

來
6

し 

一
 

.

ぞ
0

な

I

し
す
、次
ぎ

IG
.

r

尤
ド
：ヮ

ー

ド」

.

一
出(

一
ニ
七
ニ
ー

 

一
s

o

 

.七
年

)

卽
ft

す
る
や
、尊
ら
自
由

 

I 

政
策
>r
-
_'

依
て
外
人
の
入
國
を
歡
迎
せ
し
結
果
、海
外
資
金
，

.

の
英
國
內
に
放
下
せ
ら
れ
し
名

Q
.

多

| 

く
、自
於
ら
國
肉
商
乘
の

.

.

發
達
と
な

6

、妓
に
經
濟
：的
統

K

國
家
的
統
：一
の
基
礎
を

f i

成
す
る

u

 

一
 

至
れ

6
、

(

五)

只
だ
王
は
年
々
諸
税
の
收
入

i

國
會

Q
,

協
賛
を
經
し
支
出
金
と
に
て
は
、

36
殳
、自
己
 

一
 

の
活
動
を
な
す
こ

i

能
は
次

6

し
を
以
'

て
、初
め
は
國
內
に
住
す
る
爾
太
人
に
、よ

6

て
、自
己
の

 

一

偾
務
を
滿
足
せ
し
め
し
於
、千
二
百
九
十
学
、一
萬
七
千
人
の

‘猶
木
人
を
國
外
■に
放
逐
せ
し
結
果

 

f

、 

,

'
 

. 

— 

■
 
.
 

■
 

'
 

-

は
、自

/ P

ら
#

太
利
商
人
の
資
金
に
信
賴

す

る

こ

な

^C
N、

卽

ち

r

フ

口

レ
.
.\

ス
0「

フ
レ
ス

T
T

 

w
 

I

 

ル
デ

ー

」

よ
6

借
受
け
し
九

百

萬

麻
於
千
ニ

百

九
十
五
年
よ

6

千
三
百
九
年
の
十
四
年
間
に
於

 

|

v

關
桃
其
他
の
收
入
に
よ

6

て
償
却

'

せ
ら
れ

■

し

於

：如
：
き
、做a

王
、®

去

の

際! :

三

〇

七

)「

プ

レ

ス
 

I

■ 

• 

.  

, 

■ 

■ 

I

 

'

尸
パ
ル
デ
！

」

に
對
し
て

'

五
萬
丄
ハ

_

千
五
晉
勝

, 7

ルv
i

j

に
.
對
し
て
四
♦

六
百
賤
べ
ラ

,

ル
デ
J

U

 

~

»

し
'

て
千
八
百
綠
未
償
却
の
狀
：態
に
：あ

6

し
を

1見

、是
等
の

.

.商
入
^

‘御
用
金
係

_
卽
，ち

. 

|

屮
t o

企樂史

k
il
す
る
阢究

•

. 

• 

-

.
 

二
九 

一一
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M
e
r
c
a
t
o
r
e
s

 
N
o
s
'
t
r
i

 

i

し
.て
如
何
に
活
動
せ
し

於

を

知
.

る

を

得
胃
し
、へ
さ
然
於̂

P
#

太
.利

の

商

人

.!
 

■
 

.

.

.

.

.

.

於
英
國
內
に
於

V

關
税
、鑛
山
採
掘
權
の
如
き
利
權
を
獲
得
せ
し

t

 

A

は
、英
人
の
間
に
一
稲
の 

.

反
威
卽
ち
利

*

囘
收
熟
を
生
ず
る
に
至

6

し
3

、當
辟
、英
國

t

t

外
入
を
悉
く
金
融
市
場
ょ

6

I
I

 

逐
し
#

る程、
其责カは豐富ならき、
斯く

<

王
と
國
家

1

C

e

I t

®
外
資
の
必
要
を
感
せ 

6

、

(

七)

要
す
る
に
叱
峙
代
に
於
け
る

#

太

利

の

資

カ

は

單

に

.，主

に

■，向

て

最

^p

便
益
な
る
財
務
上

の
補
助
者
杧

6

し
の
み
な
ら
岁
し

V
、

之
れ

あ

ぅ

し

於

®

め
に

英
阈
の
生
産
力
は
非
常
に
發
達

,
 

,
 

+\ 

.

.

.

.

 

'

.

-

.

せ
に
伊
太
利
の
資
力
は
當
聆
に
於
け
る
英
國
の
國
民
經
濟
的
進
步

 

'

に
と
6

て
は
、缺
く
可 

/ P

ら

f
o

る
要
素
を
な
せ
し
；

^

の
な

み

と

す
。

中
®

に
於
け
る
英
國
對
獨
逸
の
關
係
は
、同
脬
代
に
於
け
る
英
國
對
伊
太
利
の
そ
れ
と
異
な 

6

<

、其
.初
期
に
於
て
は
純
然
杧
る
商
業
的

意

義

を

有

せ

-
し名

の
.

な
A

y

と
す
、鲥
ち
十

.

マ
仳
鈕
に 

於
て
獨
逸
商
人
は

「

ネ
ー

ザ
：丨

>

 

X

ト」

、北
部
佛
蘭

西

ょ

6
E

に

海

を

.渡
6

て
偸
敦
に
入

6
、
一
 

方 

に
は
羊
毛
の
取
引
に
從
事
す
る
と
共
に
芡
杧
一

方

に
« -「
ブ
ラ
ン
ダ

ー」

產
，の

織

物

を

英

國

內

に
 

輸
A '

せ
k

而
し

y

前
者
の
取
引
が
最
名
盛
大
な
る
に
至

6

し
は
千
ニ
百
七
十
三
年
以
後

t

し 

て
、當
塒
此
取
引
に
從
事

.

せ
し
獨
逸
商
入
の
多
く
は

「

キ
ョ
ル
ど
及

「
ド
ル

ト
'
ム

ン

ト

」

の
住
民
に
し

3.1

て
、其
有

.

名
な
る
？
の
に
は

r

x

1

デ
ル
マ

ー

yj 
/
ィ 

ォ
ン
、
工

ル

ゲ

ス

テ

」「

フ
ォ
'

く
/'

ロ
ケ」

等
あ
立
八

)

而
し 

に
從
事
す
る
に
至
ろ
し
は
千
ニ
百
七
十
五
年
以
後 

市
民
を
.

顧
客
と
せ
し
、が

^

ニ
百
九
十
九
年
三
萬
‘麻 

貸

與

す

る

、に
及
ん
で
、妓
に
：英
の
主
權
者
と
の
間
に 

千
」

1
1

百
十
七
年
に
は

#

び
約
三
'

萬
麻
を

「

チ
ド
ヮ
ー 

:

的
と
す
る
處
は
千
三
百
十
三
年
來
、播
王

「

グ
レ
メ
 

X

 

に
あ
.

^

て
、此

E

額
の
公
偾
咚
ゥ

.
H
;

ス

ト

，プ

ア
リ

ア
.

ンJ
1

手

に
‘

ょ
6

て

引

受
_

け
ら
る
，、
に
至
れ
6

、千
三
电
ニ
十
七
年
、活
動
的
な
る

^

ド
ヮ

ー

ド」

三 

J

 

世
：位
に
卽
く
や

(

九

)

彼
れ
.

於
財
政
上
の
融
通
者

»

先
主
の
場
合
と
同
匕
く

「

フ，
”

レ
ン
ス

0

「

バ
ル 

一

デ
丨

」

及「

。へル
ッ
チ

」

と 

一£
英
の
富
豪
卽
ち
。ゥ
サ

リ

ヤ
ム
、

ド

、
ーフ

、ポ
!

ルし及、

r

ポ
i

ル、ド
、モ

y
ト
フ
 

|

■ 

.
 

.
 

'
 

■
 

<.

口
ル
ム

」

に.
し
て
彼
等
咚
フ
ー
ル
、

」

に
於
け
る
羊
毛
關
税
を
抵
當
と
し

<

、
前

後

：
九;+
六

萬

麻

を

王
 

一

に

贷

與

せ
6

、其

後

王

：は

千

三

百

三

十

七

年

^

>

チj

ょ
6

三
、萬
五
千

^

四
®

.

間
後
に
ニ
千

#

、四
. 

|

V
 

' 

.
 

• 

i

'

箇
月
後
に
四
千
五
百
磅
を
相
續
ぎ

V

借
出
せ

A

y

#

ほ
當
聛

#

太
利
人

.

が

年

^

王
に
貸
與
せ
し
 

I

中
世
企
粱
史
亿
關
ザ
る
研
究
 

、

.

ぐ

'

.

三
マ 

赋

ホ
ー

フJ
「

グ

レ

ツ
ビ

ン
ク

J
'

フ
ォ
ン
、
レ

ウ
レ
し

.

フ

て
彼
等
が
.羊

毛

取

引

以

外

に

金

貸

の

事

業 

に
し
て
、*
初

期
に
、あ
A

V

て
は
、專
ら
貴
族
及 

を
半
箇
年
期
限

.

に
て「

チ
ド
ヮ
ー
ド
/一
 

世
に 

金
錢
上
の
關
係
を
生
ず
る
に
至
れ

6

、次
で 

ド」
1
1

世
に
貸
興
せ

6

M

し
て
此
公
偾
の

M

 

ス
し
五
肚
よ
ろ
借
受
け
し
名
の
を
償
却
す
る 

一よ
-o

「

キ
ョ
ル
 

'ど

に

移

住

せ

し「

フ
ォ
ン
、
レ
グ



屮
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1
企
業
史
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柳
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三11

名
の
は
一
寓
磅

u

達
，し
、又
^

英
の

「

ゥ
4

V

.ヤ
ム
、ド
、ヲ
、ポ

r

ル
し
の
貸
*

せ
し
故
の
は
千
三
百
三

.
 

.
 

.

.

.

.

-

十
五
年
迄
合
し

y

四
千
勝
と
な
れ
支
十
斯
く
の
如
く

f t

務

，
の

過

多
'

な
.

6

し
結
果
と
し

V
、

千

1
1

一
 

百
三
十
ニ
年
後
は
之
れ
於
償
却

ff
l

*

な
ら
次

6

し
を
以
て
、一
滕
全
國
の
關

_

税
は

「

バ
ル
デ

」

及「

ゥ 

4

リ
ヤ
ム
、ド
、

1

フ、ボ
ー
ル

」
の
手
に
歸
し

「
n

ル
ン
ゥ
才
ル
ス

」

の
錫
鑛
採
掘
權
？
伊
太
利
人
に
よ

6

 

て
獲
得
せ
ら
れ
し
こ
と
あ
纟
、當
聛
主
は

}

^

年
戦
爭
準
備
中
に
し

V
、

殊
に
彼
の
反
對
者
*
る
佛 

於「

ア
グ

^
ダ
ノ
ン

」

の
法
王

r

グ
レ

/ 

y
ス」

.

六
10
:

よ
6

七
十
萬

「

，..：/'ル
デ
ン

」

の
補
肋
を
得
し
乙
と
は 

英
王
を
し
て

一

廢
カ
を
財
政
上
に
注
ギ
し
む
る
に
至
れ
支
十

1
)

伹
、此
戰
爭

t t

英
國
內

u

<
は 

極
め
て
人
氣
に
投

b

、爲
め
に
議
會
と

1

、ニ
富
豪
の
氬
力
に
よ
み
て
、千
三
百
三
十
七
年
、十
五
萬 

# '
.

の
內
國
公

f t

募
_

せ
ら
れ
、̂
ふ
る
に

 >
.

1
〗一

百
1
1
.
1

十
六
年
よ

6

千
三
百
四
十
年
迄
は
十
分
ノ 

S

税
及
十
五
分
ノ
ー
，桃
に
關
す
る
特
別
税
及
九
分
ノ

一

税
等
の
新
掷

.

と
關
桃
の
增
率

i

に
よ 

/ノ 

y

國
庫
の
收
入
は
非
常
に
增
加
し

(

十
ニ
裔
ほ
千
三
百
三
十
八
年
議
會
は
王
に
對
し

V

羊
毛 

ニ
萬
包
を
供
输
せ
ヶ
、然
か
？
以
上
の
資
力
に
て
は
尙
ほ
不
充
分
な

6

し
を
以

y
、

王
は
千
三
百 

三
十
七
年
及
三
十
八
年
に

»

.

ラ
ィ
シ

」

地
疼
ネ
ー
，
丨
ー
フ
ン
ト

」
の
' 

諸
候
よ

-
o

千
六
百
萬
»
の
短 

期
公
饋
を
募

6

、三
十
八
年
に
は
王
自
於
ら

「

キ
ョ

ル
シ」

に
幸
し
て
、市
民
の
歓
迎
を
受
け
、羊
毛
四

百
包
に

#

し
て
八
萬
麻
を
借
出
せ
、

(

勿
論
、此
借
款
以
前
に
於
て
炎
王
は
千
三
百
三
十
一
年
前

 

一
 

に
：獨

逸

商

人

よ
6

ニ
萬
四
节
麻
、千
三
百
三
十

1

年
獨
逸
商
人

「
n

ン
ヲ
ッ
ト

」「

へ.
ル
プ
、

ム」「

ョ
ハ 

一

V

グ
レ
ッ
プ
ン
グ

J
「
m

 

v

ン、フ
ォ

X
、

ワ
ル
デ
/

ヨ
ハ
ン
-

ブ
才

\
、

ハ
ム/m

 

、ノ 

X
、

ウ
ン
ト
、ヘ
ル

Y .
I

 

j

■
■

.

.

.

.

.

 

■
! 

.

 

.

 

却

V

プ
ォ

ン、メ
ン
デ
ン

」 「

ウ
ン
‘

ル
ネ
ル
、，プ
ォ
ン、ベ
ル
ゲ

」

よ
6
百
七
十
磅
を
關
税
を

®
當
i
し
て
皆
出
 

I  

せ
太
十
三

))

勿
諭
、當
塒
の

「

キ
ョ
ル

、\」

は
旣
に
資
カ
豐
富
.の
都
市
に

し
て
、市
民
の
內
に
は

廣
大
な
 

I

.

-

:

■■
.

.

.

■■
'
 

' 

■ 

サ

る
地
面
を
所
有
せ
し

‘

名
の
，
.

多
く
、叉
允
公
債
募
集
の
如
き

S

單
に
經
濟
狀
態
の
發
達
せ
る
都
市

 

j

 

相
'

互
の
間
に
見
し
の

.

み
な
ら

^

、各
地
.

方
の
.

諸
候
に
對
し
て
營
ま
れ
し

？j

 

i

は
、千
三
百
四

4
-
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